
小学校算数科学習指導案 
 

                                                                 平成○○年○○月○○日（○） 

                                                 第５学年○組 

                                                 授業者  ○○立○○小学校 

                                                       教諭  ○ ○ ○ ○ 

 

1 題材名   図形の角 （図形の角のひみつを調べよう） 

 

２ 題材について 

  （１） 題材観 

    本題材では、これまでの学習をもとに、三角形をしきつめる活動を通して、三角形の内角の和は 180°で

あるという性質を発見したり、それをもとにして四角形や五角形、六角形など多角形の内角の和を求めたり

する活動を行い、基本的な平面図形についての理解を一層深めることをねらいとしている。 

    ここでは、まず、２種類の三角形をそれぞれしきつめる活動の中で、１つの点に三角形の３つの角が集ま

ると一直線になっていることから、三角形の内角の和は「いつも 180°になるのではないか」ということに目を

向ける。その後、いろいろな三角形でも、３つの角を切り取って一点に集めたり、それぞれの角度を測ったり

して、常に三角形の内角の和は 180°であることを明らかにしていく。 

    次に、四角形の内角の和について、角度を測らずに求める方法を考える。四角形を 1 本の対角線によっ

て２つの三角形に分け、既習の「三角形の内角の和は 180°である」ことを活用して、四角形の内角の和を

求める。 

    最後に、五角形、六角形などの多角形について知り、それら多角形の内角の和も三角形に分割すること

によって、三角形のいくつ分で求められることをとらえられるようにする。 

 

  （２）単元(題材)の関連と発展 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小１ 
・三角形、四角形の素地 
・円の素地 

小２ <三角形と四角形> 
・三角形の概念  

小３ <長方形と正方形> 
・長方形、正方形の概念 

中１ <平面図形> 
・対称な図形 
・基本の作図 

数学Ａ <平面図形> 
・三角形の性質 
・円の性質 

小４ <三角形と角> 
・角の概念 
・円の概念、性質 

中２ <平行と合同> 
・平行線や角の性質 
・多角形の角について
の性質 
・三角形の合同条件 
    <図形の性質> 
・三角形 
・平行四辺形 
・円周角と中心角 数学Ｂ <ベクトル>

・平面上のベクトル

数学Ⅰ <図形と計量>
・三角比 
・三角比と図形 

＜系統図の説明＞ 
 第２学年では三角形、第３学年では正方形や長方形、直角三角形、第４学年では二等辺三角形や

正三角形について、辺や角など構成要素に着目して、それらをかいたり、作ったり、平面上でしきつめ

たりして理解を深めてきた。また、第５学年の１学期には、台形、平行四辺形、ひし形や対角線について

学習した。本単元の学習では、多角形の内角の和を求めることを通して、多角形の角の大きさの性質を

学習する。その後、中学２年では、円周角と中心角の関係を見いだし、論理的に考察する。高校では、

円に内接する四角形の性質や円に内接するための条件を学習する。 

小５ <垂直・平行と四角形>    <図形の角>      <円周と円の面積> 
・台形、平行四辺形、ひし形  ・三角形と四角形の  ・直径と円周の関係 
 の概念、性質、かき方      内角の和        ・円周率とその意味 
・対角線の概念          ・多角形の概念 



３ 指導目標 

・基本的な図形の性質をもとに、三角形や多角形の角の大きさの性質を調べようとする。 

【関心・意欲・態度】 

・三角形の内角の和が 180°になることを、しきつめる活動を通して考える。三角形の内角の和をもとにして、

多角形の和の求め方を考える。                                   【数学的な考え方】 

・三角形の内角の和が 180°であることを用いて、それぞれの角の大きさや多角形の内角の和を求めることが

できる。                                                               【表現・処理】 

・三角形の内角の和が 180°であることや多角形の内角の和は三角形に分割することによって求められること

を理解する。                                                   【知識・理解】 

 
４ 指導計画  （全６時間） 

（１） 三角形の内角の和  ・・・・・・・・・・・・・・・ 2 時間 
（２） 四角形の内角の和  ・・・・・・・・・・・・・・・ １時間 
（３） 多角形の概念と多角形の内角の和 ・・・ 2 時間 ( 本時 ５／６ ) 
（４） まとめ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 時間 

 
５ 本時の学習指導 （本時 ５／６） 
  （１）目標 
    多角形について知り、多角形の内角の和は三角形に分割することによって求めることができることを理解 

する。 
     ・図形の角の大きさに関心をもち、多角形の角の大きさの性質を進んで調べようとする。 

【関心・意欲・態度】 
    ◎三角形の内角の和をもとにして、多角形の内角の和を求める方法を考えている。 

   【数学的な考え方】 
     ・三角形の内角の和が 180°であることを用いて、多角形の内角の和を求めることができる。                    

【表現・処理】 
    ◎多角形の内角の和は、多角形を三角形に分割することによって求められることを理解する。 

【知識・理解】 
  （２）展開 

学習活動 予想される児童の反応 評価(☆)、指導上の留意点（・）

１ 問題場面を知る。 

 

２ 解決の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

３ 本時の課題 

をつかむ。 

 

 

・百角形を三角形に分ければいい。 

・でも、百角形をかくのは、難しい… 

・きまりを見つけることができれば、計算で

求めることができそう。 

・角が１つ増えると三角形は１つ増える。 

・角が１つ増えると１８０°大きくなる。 

 

・ 五角形、六角形の求め方を

想起させ、角の多い場合で

は、規則性を見いだし、それ

をもとに考えるよいことに気

付かせる。 

☆既習事項をいかして、多角

形の内角の和を求めようとし

ている。 

  （観察・発表） 

  【関心・意欲・態度】 

４ 自分の解決方法で課

題を解決する。 

  

・今までに学習した多角形の内角の和か

ら、きまりを考える。 

・ 前時にまとめた、多角形と

「三角形の数」と「内角の和」

の関係を表した表を見直す

よう助言する。 

・ 計算が困難な児童には、電

卓を配布する。 

☆三角形の内角の和をもとに

して、多角形の和の求め方

を考えている。 

  （観察・ノート・発言） 

  【数学的な考え方】 

百角形の角の大きさの和を求めましょう。 

多角形の角の大きさの和のきまりを見つけよう。

・Ｃ１ 辺の数と対角線をひいてできる三角形の数に着目して考える

方法。 

 

三角形では、辺の数は３本。三角形の数は１つ。 

四角形では、辺の数は４本。三角形の数は２つ。 

五角形では、辺の数は５本。三角形の数は３つ。 

六角形では、辺の数は６本。三角形の数は４つ。 

できる三角形の数は辺の数より２つ少ない数になるから、 

      １８０×（辺の数－２）となる。 

      式 １８０×（１００－２）＝１８０×９８ 

                    ＝１７６４０ 

      答え １７６４０° 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自力解決が難しい児童に

は、表をもとにきまりを見つ

けられるよう支援する。 

①算数コーナー 

（既習内容の掲示） 

②ヒントカード 

（表のワークシート） 

③なるほどコーナー 

（個別支援の場） 

④コミュニケーションコーナー

（児童同士の確認の場） 

 

 

 

 

 

５ それぞれの考えを発表

し、検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・検証する。 

・Ｃ１ １８０°に、１つの頂点から対角線を

ひいてできる三角形の数（頂点より２

少ない数）をかけました。   

・Ｃ２ 多角形の角が１つ増えると大きさの

和が１８０°ずつ増えているので、三

角形の角の大きさの和に、１８０°×

９７（増えた角の数）をたしました。 

・Ｃ３ □の式・・・１８０×（□－２） を考えま

した。 

     

・模造紙にかいた百角形が９８この三角形

に分割することができるか、確かめる。 

・ Ｃ１からＣ３の考えの児童を

取り上げるようにする。 

・ 友達の考えに関心をもち、

共通点や相違点を考えなが

ら聞くように助言する。 

・ 自分の考えをうまく説明でき

ない児童には、補助したり補

足したりする。 

 

 

・ １つの頂点から対角線がひ

いてある百角形を用意する｡

・Ｃ２ 角（頂点）の数と対角線をひいてできる三角形の数に着目し

て考える方法。 

     

      両隣の角の頂点には対角線はひけないので、できる三角

形の数は頂点の数より ２ 少ないから、（頂点の数－２）と

なる。 

      式 １８０×（１００－２）＝１８０×９８ 

                   ＝１７６４０ 

      答え １７６４０° 

 

・Ｃ３ 表をもとに考える方法。 

     

 三角形 四角形 五角形 六角形 … 百角形 

三角形の数 １ ２ ３ ４   

角の大きさの和 １８０° ３６０° ５４０° ７２０°   

 

   角が１つ多くなると、三角形の数が１つ増える。 

      四角形は三角形より角が１つ多い。 

４－３＝１ 

       １８０＋１８０×１＝１８０×２＝３６０ 

        ↑     ↑ 

三角形の内角の和  増えた三角形の内角の和 

      五角形は三角形より角が２つ多い。 

       ５－３＝２ 

       １８０＋１８０×２＝１８０×３＝５４０ 

      百角形は三角形より角が９７こ多い。 

      式 １００－３＝９７ 

         １８０＋１８０×９７＝１８０×９８＝１７６４０ 

      答え １７６４０° 

 

・Ｃ４ 式をつくり、考える方法。 

     

      三角形の内角の和は、１８０×１＝１８０ 

      四角形の内角の和は、１８０×２＝３６０ 

      五角形の内角の和は、１８０×３＝５４０ 

      六角形の内角の和は、１８０×４＝７２０ 

      多角形の角の大きさの和は、180°に角の数より２少ない

数をかけると求めることができるから、 角の数を□とする

と、 

１８０×（□－２） でもとめることができる。 

式 １８０×（１００－２）＝１８０×９８＝１７６４０ 

      答え １７６４０° 



６ 学習したことをまとめ

る。 

 ・ できるだけ児童から出た言

葉でまとめる。 

☆多角形の内角の和も三角形

の内角の１８０°をもとに求

められることを理解してい

る。（発表・ノート） 

  【数学的な考え方】 

７ 適用問題を解決する。 

 

 

 

・ 角の大きさを求める式もしっ

かり書かせ、本時の学習の

定着を図る。 

・ 計算は電卓を使ってもよい

ことを伝える。 

８ 学習の振り返りをする。 ・自己評価をする。 

 ①最後までねばり強く取り組めたか。 

 ②いろいろな方法で考えたか。 

 ③感想 

・ 本時の課題にそった自己評

価が行えるように助言する。

 
６ 成果と課題 
   この題材では、「三角形の内角の和は１８０°」であることと、そのことをもとに「多角形を三角形に分割するこ

とによって、内角の和を求めることができる」ことを多様な算数的活動を通して、児童自ら見いだし、理解する
ことをめあてとしている。今回の取り組みでは、発展的な学習として、五角形・六角形の内角の和を求めた後、
さらに百角形の内角の和を求めるという課題を設定した。児童は、百角形という、実際に分割して求めることが
困難な課題に対して、既習の図形（三角形、四角形、五角形、六角形）の内角の和の規則性から考えたり、表
にまとめることで多角形の辺や頂点(角)の数と内角の和の関係性から考えたりするなど、帰納的な考え方から
一般化して考えることで課題解決に取り組んでいた。また、百角形の内角の和を求めたあとも、□角形の内角
の和を求めるための式を導き出すことで、さらに一般化して考えることができた。本来、式を作って考えるのは
中学２年の内容であるが、これを小学校の視点で数がともなって変わることに着目させ、式化につなげた。こ
の学習を通して、ある事象に潜む規則性を見いだし、帰納的にまとめて、普遍化して考えることの良さを実感
できたようだ。 

   図形の学習は、今回の内角の和や今後学習する面積を求める学習など、公式を利用すれば答えはすぐ求
めることができる問題が多い。しかし、それでは、図形の学習の楽しさや図形の規則的な美しさを実感すること
はできない。今回の学習のように、作業をともなう様々な算数的活動を通して、児童自らがその公式を導き出
す過程を大切にすることが、算数を学ぶ楽しさに気付かせ、さらに、中学２年で学ぶ証明の学習の土台づくり
（基礎）につながる。今後も、児童が自分自身で自らの考え方を発見した喜びを味わうことのできる授業を展
開することで、考える楽しさがわかる児童や算数が好きな児童を増やしていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□角形の角の大きさの和は、 
１８０×対角線をひいてできる三角形の数 

         （□－２） 

で求めることができる。 

五十七角形、百三十角形の角の大きさの和を

それぞれ求めましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


